
第１７回喜多方市自治基本条例策定市民会議 

日 時 平成２３年７月２６日（火） 

午後１時３０分 

場 所 喜多方市役所大会議室 

     

 

次    第  

 

           

１ 開 会 

 

 

 

２ 委員長あいさつ   

 

 

 

３ 議 題 

  ・全体会議 

  「議会」に関連する条例項目の整理 

 

 

４ その他  

 

 

 

５ 閉 会 

 



喜多方市自治基本条例策定市民会議委員名簿（順不同・敬称略） 

                                    NO1 

 

№ 区  分 氏  名 備  考 

1 

議会選出 

委員 

渡部 孝雄 市議会議員 

2 長澤 勝幸 市議会議員            （事務局）  

3 田中 雅人 市議会議員 

4  渡部 一樹 市議会議員 

5 冨田 幸雄 市議会議員 

6 

公募委員 

星 敬志 喜多方市字前田          （事務局）   

7 河出 敬晴 喜多方市字天満前 

8 佐藤 彌右衛門 喜多方市字寺町 

9 岩渕 法子 喜多方市字さつきが丘       （副委員長）  

10  高畑 孝一 喜多方市慶徳町松舞家 

11 高畑 幸子 喜多方市慶徳町松舞家 

12  星 宏一 喜多方市字北町 

13 山口 明彦 喜多方市塩川町字東岡 

14 須田 敬 喜多方市塩川町五合        （委員長）  

15 五十嵐 快治 喜多方市塩川町遠田        （事務局）  

16 唐橋 巖 喜多方市山都町蓬莱        （事務局長）  

17 渡部 よしの 喜多方市山都町三津合 

18 清野 正和 喜多方市高郷町川井 

19 生江 邦光  喜多方市高郷町西羽賀       （事務局次長）  

20 田代 かよ子 喜多方市高郷町上郷 

21 原 市郎 喜多方市熱塩加納町宮川   

22 原 昭子 喜多方市熱塩加納町宮川      （事務局） 



NO2 

 

 

担当職員  総合政策部長      菅野 康裕 

      企画政策課長      江花 一治 

      企画政策課長補佐    小林 繁雄 

      企画政策課政策企画室長 高畑 圭一 

      企画政策課副主任主査  須藤 秀治 

      企画政策課副主査    菅野 学 

№ 区  分 氏  名 備  考 

23 

 

市職員 

 

 

原 隆雄 総務部総務課長補佐        （事務局） 

24 五十嵐 八重子 市民部保健課長補佐兼保健センター所長 

25 小汲 康浩 産業部農林課長補佐  

26 齋藤 進 建設部下水道課長補佐 

27 大塚 哲弥 教育部学校教育課長補佐 



グループ討議の成果 

「議会」に関連する項目について（案） 

区分（大項目） 区分（小項目） 規定する内容・方向性 備  考 

議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会の役割、責務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会との関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議会の役割】 

・法令遵守（基本的なこと）               

・審議の公開 

・執行部とは同業他社の関係にあることを認識する。 削除 

・政策の提言・立案（審議、審査のみならず、政策の提言も行う。） 

・機能発揮、行政チェック、政策立案                

 Ⓑ 

【議会の責務】 

・市民の要望を市政に反映させる責務       住民意思を把握して  

・住民意思の把握（議会は積極的に把握すべき）  市政に反映させる。 

・住民意思の反映 

・住民への説明、対話 

・HP 上で市民の意見を聞く  削除 

・昔、「目安箱」があった。最近はメールでの投書 削除             Ⓒ 

・地方の意見を聞いてほしい 削除                       Ⓒ 

・日常生活の中で提言できる場が欲しい 削除                  Ⓒ 

・市民の要望に対する結果報告（フィードバック）                Ⓑ 

 

・市民の要望を日常生活の中で提言できる場の設定 

・市民に見える議会運営（市民にわかりやすく）                 Ⓑ 

・開かれた議会が大切              削除             Ⓒ 

・まちづくり（を推進する）                          Ⓐ 

・議会独自の諮問、聴聞の実施    わかりやすい表現で            Ⓑ 

・審議への市民参加  削除                          Ⓑ 

・市民参加（市民が参加しやすい議会）                     Ⓐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞ 議員の責務にも記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員の責務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員との関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議員としてできること） 

・政策立案                               Ⓐ 

・議員立法  削除                           Ⓐ 

 

（議員は） 

・身近な相談相手  

・市民全体の奉仕者 市民全体の奉仕者であり、身近な相談相手である。 Ⓑ 

・市民の代表者（代弁者） 

・自らの資質向上に努める。                          Ⓑ 

（審査、監査、立案能力）    自らの資質向上をめざし、自己研鑽に努める 

・情報の収集、自己研鑽                        Ⓒ 

・研修、効果 削除                          Ⓐ 

 

・市民と議員がもっと密に話合う（市民との十分な意見交換）       Ⓒ 

・地区の座談会でも関心者が少ない （特に女性の参加者が少ない）     Ⓒ 

・市民参加（懇談会等を）郡部でもやってほしい             Ⓒ 

・（日常生活の中で提言できる場が欲しい）                 Ⓒ 

 

    市民と議員がもっと密に話し合う場所と機会の拡大に努める。 

 

・〈市民の要望に対する結果報告（フィードバック）〉 削除           Ⓑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 

議会の情報公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・議会の情報公開、情報提供  （市民が情報を得て参加しやすい議会）    Ⓐ Ⓑ 

・議案に対する賛否の公開  （議会側で実現の方向性をだしている）。      Ⓐ 

 

・機器による情報公開（インターネット等の媒体を使っての情報公開）       Ⓐ 

・議会だよりの発行                              Ⓒ 

・議員活動（個人）の報告書                          Ⓒ 

 

・公開の平等                                 Ⓐ 

・情報の公開が平等でない。（情報の共有が不十分）              Ⓐ Ⓒ 

・情報の共有が少ない                             Ⓒ 

 

          公開の平等に努める。 

 

 

・議員活動が見える議場の改善                     Ⓐ 

（議場の傍聴席からは、市長の顔はよく見えるが、議員の顔はよく見えない） 

・市民目線の審議場に                         Ⓐ 

・審議会等構成員の適否                        Ⓐ 

 

 

・地域サービスの低下 

・自治力の低下 Ⓒ 

・均一化せず地域の独自性も大事 

・市民が自ら第一歩を踏み出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞ 自治基本条例にはなじ

まないと考えられる。 

  



 

 


